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2次元自動走査測定装置を用いた空中超音波法

によるコンクリートの内部探査に関する研究

非破壊検査

自動計測

1 はじめに

内部探査

伝搬速度

空中超音波法

振幅値

筆者らは、前報1)において、空中超音波法をコンク

リートの内部探査方法として実用化するための基礎

的研究として、コンクリートの内部探査精度に及ぼ

す骨材寸法 (5~25mm) 、初期欠陥 ・ 介在物(空隙と鉄

鋼)、仕上げ材(石膏ボード)の影響について検討を行

い、その有用性を確認した。本研究では、新たに試

作した2次元自動走査型測定装置を用いて、コンクリ

ー卜の内部探査結果に及ぼす埋設物の種類、大きさ、

厚さおよび埋設深さの影響について検討を行った。

2.実験方法

2. 1試験体

本実験では、 表ー1と図-1に示す3シリーズの空中超

音波法によるコンクリートの内部探査実験を行った。

①実験一1・長さ×幅×厚さが300x250x75mmの試験体内

部に、長さ×幅×厚さが20x20x5mm、30x30x5mm、40x

40x5mmおよび50x50x5mmの初期欠陥(発抱スチロー

ノレ)と介在物(平鋼)が埋設しである試験体を使用し

て、埋設物の大きさの影響を調査した(図一1(a) )。

②実験-2 長さ×幅×厚さが300x250x75mmの試験体内

部に、長さ×幅×厚さが50x50x2.5mm、50x50x5mm、

50x50x25mmおよび50x50x50mmの初期欠陥(発泡ス

チローノレ)と介在物(平鋼)が埋設した試験体を使用

して、埋設物の厚さの影響を調査した(図一1(b) )。

②実験-3:長さ×幅×厚さが300x250xlOOmmの試験体内

部に、長さ×幅×厚さが50x50xlOmmの初期欠陥(発泡

スチロール)と介在物(平鋼)を試験体表面から 10、

20、30および、40mmの深さに埋設した試験体を用い

て、埋設物の埋設深さの影響を調査した(図ー1(c) )。

表-1 実験の概要

試験体
母材コンクリート 試験体 埋設物の詳細

W/C 骨材寸法 寸法 長さ×幅×厚さ
記 号

(%) (nu百) (mm) 
種類

(mm) 

AIR 
300x250 

20x20x5，30x30x5， 

-SIZE-75 60 5 x75 
発泡 40x40x5.50x50x5 

AIR 
くモルタル'>

スチロール 50x50x2.5，50x50x5， 

-THICK-75 50x50x25.50x50x50 

STL 
300x250 

20x20x5，30x30x5， 

-SIZE-75 60 5 x75 平鋼
40x40x5.50x50x5 

STL 50x50x2.5，50x50x5， 

ーTHICK-75
〈モル9JIt>

50x50x25.50x50x50 

AIR-100 300x250 発泡 50x50xlO 
60 5 xlOO スチロール

STL-100 〈モ/レヲル〉 平鋼 50x50xlO 
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2. 2計測方法
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空中超音波の入力 ・検出に際しては、変換子の設置

位置を図-2に示すように、試験体に厚さに関わらず入
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(c)実験-3(実験要因:埋設物の埋設深さ)
図ー1 試験体の形状・寸法
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図-2 入力・検出用変換子の設置間隔
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[注JO:測定位置、口:変換子設置位置

図-3 測定範囲および変換子の設置位置の例

カ用変換子から8mmの位置、検出用変換子が入力用変

換子から 120mm(試験体厚さ 75mm)または150mm(試験

体厚さ 100mm)の位置とし、図一3に示す試験体の黒破

線枠内の範囲 (200x200mm)をX.Y方向ともに 10mm間

隔で2次元的に自動走査しながら自動計測を行った。

3.実験結果とその考察

図-4(a) ~ (c)は、検出波形の相対振幅自乗平均値と

平均伝搬速度による内部探査結果を、発泡スチロール

埋設の試験体についてコ ンター図で示した例である。

3. 1埋設物の寸法評価

寸法の異なる発泡スチロ ールを埋設した試験体(図-

4 (a) )に対する 内部探査結果によれば、評価指標とし

て相対振幅自乗平均値を用いた場合には、 埋設した発

泡スチローノレの寸法の違いをかなりの精度で評価でき

ているが、平均伝搬速度を用いた場合は、最小寸法の

発泡スチロール(図中の左上部)を評価できていない

のがわかる。なお、図には示していないが、寸法の異

なる平鋼を埋設した試験体の場合では、入力用変換子

(寸法30mm)よりも大きな平鋼の評価は可能であった

が、寸法が30mm以下の平鋼の評価は困難であった。

3.2埋設物の厚さ評価

厚さの異なる発泡スチロ ールを埋設した試験体(図

-4 (b) )に対する内部探査結果によれば、評価指標と

して相対振幅自乗平均値を用いた場合では、発泡スチ

ロールの厚さに関わらず寸法 (50mm)の評価は正確に

できているが、厚さの違いを評価するのは難 しい こと

がわかる。 これに対して、評価指標として平均伝搬速

度を用いた場合には、発泡スチロールが薄くなるほど

モルタル部に近づく傾向が認められるが、実際の寸法

(50mm)よりも 小 さい評価 となっている。また、図に

は示していないが、平鋼が埋設された試験体では、厚

さが2.5および5mmの薄い平鋼の検出は困難であった。

3.3埋設物の埋設深さ評価

図-4(c)は、埋設深さが異なる埋設物として、発泡
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図-4 相対振幅自乗平均値と平均伝搬速度に
着目した内部探査結果の例(発泡スチ
ロール埋設試験体の場合)

スチロ ールが埋設された試験体の内部探査結果を示し

たものである。図によれば、内部探査の評価指標と し

て相対振幅自乗平均値を用いた場合には、埋設深さに

関わらず埋設物の寸法 (50mm)を良く評価できている

が、評価指標として平均伝搬速度を用いた場合は、実

際の寸法よりも小 さい評価 となっているのがわかる。

4 まとめ

本研究の結果、振幅値と伝搬速度を評価指標に用い

ることで、埋設物の寸法および厚さは評価が可能であ

るが、埋設深さの評価は困難であることがわかった。
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